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サツマイモが花芽をつくるには，短日条件が必要であるが，本州では花芽をつくるには気温が低すぎるの鰻

で花芽が成長できないから。
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解 説

［２］ ［実験１］で，ホウ酸・食塩・鉄をそれぞれ２０ｇずつ２０℃の水１００ｇに加えると （表）からホウ唄 ，

酸は４.９ｇ，食塩は３５.８ｇとけることがわかります。したがって，とけ残ってろ紙上に残るものはホウ

酸１５.１ｇ（２０－４.９ ，食塩はすべてとけ，鉄はとけないのでそのまま２０ｇ残ります。ろ紙上に残）

るものはホウ酸と鉄の２種類です。

［実験１］で，ろ紙上に残ったホウ酸１５.１ｇ，鉄２０ｇを８０℃の水１００ｇに加えます （表）から欝 。

ホウ酸は２３.６ｇ，食塩は３８.０ｇとけるので，ろ紙に残ったホウ酸は１５.１ｇがすべてとけ，鉄はと

けないで２０ｇ残ります。食塩は ［実験１］のとけ残りがないのでろ液には含まれません。したがって，，

ろ液にとけているのはホウ酸１５.１ｇだけとなります。

［実験１］のろ液には，ホウ酸４.９ｇ，食塩２０ｇがとけています。［実験３］で，ろ液を熱して水を蔚

５０ｇ蒸発させるので，６０℃の水５０ｇ（１００－５０）となります。６０℃の水５０ｇには （表）か，

らホウ酸は７.４５ｇ（１４.９÷２ ，食塩は１８.５５ｇ（３７.１÷２）がとけます。したがって，ホウ）

酸はすべてとけ，ろ紙上には残らないで，食塩だけが１.４５ｇ（２０－１８.５５）残ります。

，鰻 ［実験２］のろ液にとけているのは，ホウ酸１５.１ｇだけです。４０℃１００ｇの水にとけるホウ酸は

（表）から８.９ｇなので，ろ液にはホウ酸だけが８.９ｇとけています。

［３］ （図２）のグラフから，電流と電圧には比例関係があることがわかります。したがって，０.０４：１０唄

＝０.０３：□より，□＝７.５ボルト（ ×０.０３）となります。
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（図３）のように２本の電熱線を並列につないでも，１本のときと同じ電圧がかかります。それぞれの電欝

熱線に流れる電流は，（図２）のグラフから，０.０４アンペアとなり，電流計には０.０８アンペア

（０.０４＋０.０４）の電流が流れます。それぞれの電熱線の電力の値は０.４ワット（０.０４×１０）と

なるので，２本の電熱線の電力の合計値は０.８ワット（０.４＋０.４）となります。

（図４）のように２本の電熱線を直列につなぐと，電流は半分の０.０２アンペア（０.０４× ）になり蔚
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ます。電熱線の電力の値は０.２ワット（０.０２×１０）となります。

（図５）の(ｱ)の電流計に流れる電流は ［実験１］の結果から０.０４アンペア，(ｲ)は より０.０８ア鰻 欝，

ンペア，(ｳ)は より０.０２アンペアとわかります。(ｴ)は，４本の電熱線を直列につなぐと，電流は の蔚
４
１

０.０１アンペア（０.０４× ）になります。(ｵ)は(ｳ)を２つ並列につないだのと同じなので，０.０２ア
４
１

ンペアずつ流れて電流計には０.０４アンペアの電流が流れます。(ｶ)は(ｲ)を２つ直列につないだので，そ

れぞれ，０.０２アンペアずつ流れて電流計には０.０４アンペアの電流が流れます。したがって，電流計の

値が最も大きくなるのは，０.０８アンペアの(ｲ)となります。

元の電熱線を半分にするので，１つの電熱線には２倍の電流０.０８アンペア（０.０４×２）が流れます。姥

その２つの電熱線を並列につなぐと，それぞれ０.０８アンペアずつ流れ，電流計には０.１６アンペア

（０.０８＋０.０８）の電流が流れます。それぞれの電熱線の電力の値は０.８ワット（０.０８×１０）と

なるので，２本の電熱線の電力の合計値は１.６ワット（０.８＋０.８）となります。
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